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拝啓 日ごとに秋色深まりゆく今日この頃ですが、皆様お元気でお過ごしでしょうか。 

これからいよいよ一年中でも最もお酒の美味しい季節になります。お酒の会も目白押しですが、その中

から弊社の参加した主だったイベントをご報告いたします。 
8 月 26 日(日)、東京都品川区小山の小山台会館で開催された日本酒フェステイ

バル２０１２に参加しました。 

お馴染み川島酒縁の会の主催で、全国約 40 社の蔵が一堂に会して自慢のお酒

を持参の肴と合わせてふるまったほか、お酒の出品だけで参加する蔵も 50 社

ほどありました。昼の部と夜の部の二部制でしたが、うだるような暑さにもめ

げず、二部を通して参加したつわものの愛好家もおりました。 

その翌週、9 月２日(日)は恒例の静岡県地酒まつり IN TOKYO でした。会場は

昨年の東京プリンスホテルから千代田区一ツ橋の如水会館に移りました。開宴

と同時に会場は 500名以上の熱心な日本酒ファンで溢れかえりました。わが臥

龍梅のブースにも乾杯を待たずにお客様が殺到して列を作ってくださいまし

た。この日は、金賞受賞の大吟醸袋吊斗壜囲い、山田錦 35%精米の純米大吟醸 

袋吊斗壜囲い、備前雄町 50%精米の純米大吟醸袋吊雫酒、蔵に数本だけ在庫の残っていた純米吟醸活性

にごり酒を召し上がっていただきました。どのお酒も大好評で、会の途中で持参した 1.8L 壜 10数本が

すっからかんになってしまいました。お酒がなくなってしまって残念ながら召し上がれなかったお客様、

次回こそ真っ先に臥龍梅のブースへお越しください。ちなみに、この日、墨田区のすみだリバーサイド

ホールという会場ですみだ日本の技と酒めぐりというイベントも同時に開催され、わが臥龍梅は別のスタ

ッフを派遣して参加いたしました。まさに酒の会ラッシュです。 

さて、10 月 12 日(金)には第 17 回駿河路酒メッセを開催いたします。こ

れは弊社を含めた地元清水の酒蔵4社が地酒の宣伝普及のために行うイ

ベントです。場所は清水テルサ１階多目的ホール(JR 東海道線清水駅から

徒歩 1 分)、時間は１８時から、会費は 4,000 円です。着席制で全席指定

席ですので落ち着いてお酒を召し上がっていただけます。また、地元の

料亭に特別にお願いして、お酒の肴にぴったりの仕出し弁当をおひとり

さまずつご用意いたします。数あるお酒の会の中でも、最もお得で充実

した内容のひとつだと自負しております。お友達とお誘い合わせの上、

是非ともご来場ください。絶対に損をした気分にはさせません。入場券

のお求めは弊社まで。   三和酒造㈱ ℡０５４－３６６－０８３９． 

 

今月は短稈渡船 50%精米のアル添吟醸酒、富山県産五百万石 55%精米の純米吟醸酒、加水 

二度火入れの本醸造酒をひやおろしでご案内いたします。秋の夜長に召しあがるのにもっ

てこいです。どちらも数量限定商品ですのでお早めにお求めください。 

涼風の候、おからだをお大切に。                       敬具 

平成 24年 9月吉日                           鈴木 克昌 

『臥龍梅』 蔵便り 
   平成二十四年長月 


